
　
下
郷
区
と
町
区
は
、江
戸
時
代
に
坂
元
を
治
め
た「
大お

お

條え
だ

家
」の
城

下
町
で
し
た
。

　
大
條
家
の
歴
史
は
室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、伊
達
家
か
ら
分
か

れ
た
家
系
、伊
達
家
８
代
宗む

ね

遠と
お

の
三
男
宗む

ね

行ゆ
き

を
祖
と
し
ま
す
。
代
々

伊
達
家
に
仕
え
た
重
臣
で
あ
り
、元げ

ん

和な

２（
１
６
１
６
）年
に
伊
達
家

17
代 

伊
達
政
宗
か
ら
亘
理
郡
坂
本（
現
在
の
坂
元
地
区
一
帯
）を
拝

領
。
以
後
、明
治
維
新
ま
で
の
約
２
５
０
年
間
こ
の
地
を
治
め
ま
す
。

仙
台
藩
家
格
制
度
の
頂
点「
一い

ち

門も
ん

」の
次
の「
一い

っ

家か

」に
所
属
、
藩
政

の
最
上
位「
奉
行
職（
他
藩
の
家
老
）」を
歴
任
し
た
家
柄
で
、幕
末
戊

辰
戦
争
時
の
仙
台
藩
の
降
伏
・
戦
後
処
理
も
担
当
し
ま
し
た
。

　
下
郷
区
に
現
存
す
る
町
指
定
文
化
財「
茶
室
」（
平
成
14
年
指
定
）

は
、江
戸
時
代
後
期
の
天て

ん

保ぽ
う

３（
１
８
３
２
）年
、伊
達
家
28
代
斉な

り

邦く
に

か
ら
家
臣
で
あ
る
大
條
道み

ち

直な
お

に
与
え
ら
れ
た
茶
室
で
す
。
昭
和
初
期

ま
で
仙
台
の
大
條
邸
で
保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
７（
１
９

３
２
）年
に
大
條
家
の
居
所
・
坂
本
要
害（
通
称
：
蓑み

の

首く
び

城じ
ょ
う）の
一
角

に
移
築
さ
れ
、現
在
に
至
り
ま
す
。
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仙
台
藩
伊
達
家
ゆ
か
り
の
茶
室

「
大
條
家
茶
室
」
を
守
り
伝
え
た
い
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9代８代

大條家初代

13 代 14 代 17 代 28 代 29 代

大條家
大條家 18代大條家 17 代大條家 15 代大條家 8代

伊達家
江戸時代（1603 ～ 1868） 明治・大正

（1868 ～ 1926）
室町時代～安土桃山時代（1336 ～ 1603）

1616 年 
伊達政宗から
坂元を拝領

1442 年没 1617 年没 1877 年没 1924 年没 1952 年没

1832 年 
伊達斉邦から
茶室を拝領

1932 年 
茶室を山元町
に移築

伊達家から大枝（現在の福島
県伊達市梁川町付近）を拝領
→以後、「大條」と名乗る

伊達家の命で
姓を「伊達」
に改める

( 初代仙台藩主 )

昭和・平成
（1926 ～ 2019）

1488 生1453 生1353 年生1324 年生

( 蓑首城最後の城主 ) ( 坂元村長務める )

黒
船
来
航

応
仁
の
乱

本
能
寺
の
変

( 伊達宗遠三男 )

戊
辰
戦
争

茶室の使用材
の伐採時期

（年代測定結果）

大條家関係
の出来事

茶室関連事項

むね とお

むね ゆき むね つな むね やすみち なお みち のり

まさ むね ひさ むね たね むね まさ むね なり くに よし くに

大條家に茶室を与えた伊達家28代 伊達 斉邦 肖像画大條家に茶室を与えた伊達家28代 伊達 斉邦 肖像画
 （画像提供：仙台市博物館） （画像提供：仙台市博物館）

特集　大條家茶室の修復に向けて

東日本大震災で東日本大震災で
大きな被害を受けた「茶室」大きな被害を受けた「茶室」

修復に向けて動き出しました修復に向けて動き出しました

東日本大震災被災後の茶室（撮影日：平成29年6月5日）東日本大震災被災後の茶室（撮影日：平成29年6月5日）
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- 放射性炭素年代測定法 -
　生命体の死後、放射壊変により
体内の C14（炭素の放射性同位
体）が減少する性質を利用して年
代を推定する方法。アメリカのウ
ィラード・リビー博士らがその原
理を発見、1960年ノーベル化学
賞を受賞。
　近年、その精度が飛躍的に向上。
2004年頃から文化財建造物に応
用されはじめ、現在は建築材の有
効な年代測定の手法の一つとなっ
ています。

　
明
治
維
新
後
、仙
台
城
の
城
下
町
に
あ
た
る
仙
台
市
中

心
部
に
は「
仙
台
城
大
手
門
」「
藩
校
養よ

う

賢け
ん

堂ど
う

」「
伊
達
政

宗
霊れ

い

廟び
ょ
う

瑞ず
い

鳳ほ
う

殿で
ん

」を
は
じ
め
と
す
る
、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の

文
化
財
建
造
物
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

昭
和
20（
１
９
４
５
）年
の
仙
台
大
空
襲
で
仙
台
中
心
部

は
焼
け
野
原
と
な
り
、江
戸
時
代
か
ら
残
る
多
く
の
文
化

財
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
條
家
の
茶
室
は
、こ
の
空
襲
前
に
仙
台
か
ら
移
築
さ

れ
た
た
め
、運
よ
く
戦
火
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
現
在
は
、仙
台
藩
上
級
武
士
層
が
所
有
し
て
い
た
茶

室
の
中
で「
唯
一
現
存
す
る
貴
重
な
茶
室
」と
な
り
ま
し

た
。

　
大
條
家
の
茶
室
に
は「
伊
達
政
宗
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
拝
領
し

た
茶
室
」と
い
っ
た
伝
承
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
建
物
の

年
代
を
示
す
文
字
資
料
が
な
く
、そ
の
真
偽
は
不
明
で
し
た
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、１
月
、「
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
」を
初
め

て
実
施
。
そ
の
結
果
、茶
室
に
使
用
さ
れ
た
木
材
の
年
代
が「
１

７
０
０
年
代
後
半
～
１
８
０
０
年
代
初
め
頃
」と
判
明
し
、「
江

戸
時
代
後
期
の
建
物
」と
い
う
理
化
学
的
証
拠
が
得
ら
れ
ま
し

た
。秀
吉
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
年
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
天
保
３
年（
１
８
３
２
）伊
達
家
か
ら
茶
室
拝
領
」と
い
う
大

條
家
の
記
録
の
裏
付
け
と
、詳
細
不
明
だ
っ
た
茶
室
の
年
代
の

解
明
に
つ
な
が
る
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

茶
室
の
造
ら
れ
た
年
代
が
判
明

仙
台
藩
唯
一
の
貴
重
な
建
物
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仙台の大條邸にあったころの茶室
 （大正８（1919）年 / 中央：大條道徳）

茶室の年代測定用サンプル採取状況

特集　守り伝えたい「大條家茶室」
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大手門▲
整備後のイメージ図（５段階完了後）

茶室▲

茶室の位置と
　　周辺の文化財

江戸時代
の町割が

残る地区

坂元川

ふるさ
と

おもだ
か館

第１段階

茶室整備の各段階と経費

第２段階

茶室本体の修復（最低限）

活用のための整備

第３段階 庭園の整備

第４段階 茶室本体の本格修復

第５段階 茶室建具の本格復元

※整備費を精査しな
　がら順次着手
　（現状で時期未定）

経費軽減のため、第１段階は
屋根・土壁・建具修復を現代
工法で代用

令和５～６年度

屋根・土壁を当時の技法で修復

トイレ・倉庫・駐車場の整備
茶室建物周辺のみの庭園整備

敷地全体の庭園整備

襖などを当時の技法で修復

令和６年度以降

（整備年度）

今回着手分

うーん
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茶
室
を
含
む
敷
地
一
帯
の
整
備
は
、建
物
の
現
状
を
踏
ま

え
、5
段
階
に
分
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、「
第
1
段
階
」と
し
て
、損
壊
や
劣
化
が
激
し
い

茶
室
建
物
本
体
の
最
低
限
の
修
復
を
目
的
と
す
る
工
事
を
実

施
。
令
和
5
年
秋
頃
に
着
手
、令
和
6
年
度
の
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
第
2
段
階
以
降
の
活
用
の
た
め
の
利
便
設
備

や
景
観
上
欠
か
せ
な
い
庭
園
の
整
備
は
、具
体
的
な
整
備
時

期
は
検
討
中
で
す
が
、令
和
6
年
度
以
降
に
順
次
着
手
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、「
第
1
段
階
」の
整
備
に
つ
い
て
は
、近
年
の
度
重

な
る
地
震
被
害
、
物
価
上
昇
の
影
響
も
あ
り
、
7
千
万
円
以

上
の
費
用
が
か
か
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
物

価
上
昇
の
可
能
性
が
あ
る
中
、想
定
を
超
え
た
整
備
費
を
い

か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
令
和
２
年
度
に
作
成
し
た
基
本
設
計

を
基
に
、茶
室
を
含
む
敷
地
の
一
帯
的
な
整
備
に
向
け
て
、

具
体
的
な
修
復
方
法
、
材
料
選
定
な
ど
の
検
討（
実
施
設

計
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
茶
室
整
備
で
は
、「
仙
台
藩
茶
の
湯
文
化
を
伝

え
る
唯
一
の
茶
室
の
保
護
」だ
け
で
な
く
、「
本
物
の
文
化

財
に
触
れ
、仙
台
藩
の
歴
史
・
文
化
を
学
べ
る
場
の
提
供
」

も
目
指
し
て
い
ま
す
。
修
復
後
は
、本
格
的
な
茶
会
や
文

化
事
業
の
実
施
、
地
域
交
流
の
場
、
茶
道
や
歴
史
を
学
べ

る
教
育
施
設
、
歴
史
公
園
、
観
光
施
設
な
ど
、
茶
室
を
積

極
的
に
活
用
し
た
事
業
展
開
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
貴
重
な
文
化
財
」だ
か
ら
こ
そ
、多
く
の
方
々
に
触
れ

て
い
た
だ
き
、文
化
財
を
守
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
、地
域
の
歴
史
を
語
り
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
物
の
文
化
財
に
触
れ

　
　
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
場
へ

５
段
階
に
分
け
て
整
備

　
　
整
備
費
の
確
保
が
大
き
な
課
題
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茶室の位置と
　　周辺の文化財

江戸時代
の町割が

残る地区

坂元川

ふるさ
と

おもだ
か館

新材で交換した箇所
腐朽箇所と取り除き

既存の柱 (当初材※)

⇔

⇔

⇔

腐朽部

腐朽部新材

新材

当
初
材
（
既
存
の
柱
）

※当初材：最初から建物で使用されていた
　　　　　木材のこと

柱の根継ぎのイメージ

➡

➡

当初材

文化財建造物の修復例

柱の状態によって、
　根継ぎの範囲や継ぎ方
　　　　　が変わります。

大
変
だ
ね
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文
化
財
建
造
物
の
修
復
は
、そ
の
過
程
で
文
化
財
の
価
値
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、

　
①
建
物
の
詳
細
調
査
に
基
づ
く
修
理

　
②
既
存
の
部
材
を
最
大
限
利
用

　
③
同
じ
技
法（
作
り
方
）で
の
修
理

　
④
可
逆
性
の
あ
る（
元
に
戻
せ
る
）方
法
で
の
修
理

　
⑤
将
来
の
た
め
修
復
箇
所
・
内
容
の
記
録
作
成

　
⑥
文
化
財
修
理
の
知
識
・
経
験
を
有
す
る
技
術
者
の
配
置

な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、文
化
財
の
修
復
は
一
般
的
な

建
物
の
建
築
や
修
理
に
比
べ
、多
く
の
手
間
と
費
用
が
必
要
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
こ
の
点
が
全
国
各
地
の
文
化
財
建
造
物
修
復
の
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
を
適
正
に
修
復
し
、後
世
に
正
し
く
継

承
し
て
い
く
た
め
に
は
、十
分
な
整
備
費
用
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

仙台藩伊達家ゆかりの茶室　修復プロジェクト【第１弾】

募集期間

目標金額

「クラウドファンディング型ふるさと納税」「クラウドファンディング型ふるさと納税」始めました

ふるさと納税との違いは？
地方自治体への寄付を通じて地域創
生に参加できる「ふるさと納税」制
度の中で、使途を明確にして寄付金
を募集しているものが「クラウドフ
ァンディング型ふるさと納税」です。

町民は寄付できるの？
町に住民票登録のある方は、「お礼
品を希望しての寄付ができない」制
度となっています。ただし、町民の
皆さんからの寄付も税額控除の対象
となります。

今回の第１弾での寄付金は茶室修復の設計・工事に活用します。

寄付
金
募集

1,000 万円

9月29日（金）まで 茶室修復後のイメージ

　「茶室整備事業」に特定した財源確保のため、町で初めてとなる「クラウドファンディング型ふるさ
と納税」を開始しました。
　仙台藩伊達家ゆかりの唯一の茶室が山元町に現存していることを積極的にアピールし、町の新たな
歴史的名所としていきたいと考えています。
　町外にお住まいのご親戚やご友人への PR のご協力をぜひお願いします。

な
ぜ
高
額
？
文
化
財
の
修
復
方
法

問 生涯学習課 生涯学習班　☎36-8948

さとふる　クラウドファンディング　山元町 検索

どうやって寄付するの？
プロジェクトの詳細や寄付の申し込
みは、「さとふる」ホームページをご
覧ください。
https://www.satofull.jp/projects/top.php

特集　守り伝えたい「大條家茶室」
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